
小学6年  算数 ── 解答と解説
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　下にある「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表し

たものです。これらの思考スキルは、算数の問題に限らず、さまざまな場面でも活用することがで

きる大切な力です。解説では、問題ごとに意識してほしい思考スキルを示しています。今後の学習

でも、思考スキルを意識して、問題に取り組むとき活用するように心がけてみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から必要な情報や条件を正しくとらえる
　・�図やグラフなどから必要な情報を正しくとらえる

○情報を活用する
　・�とらえた情報を、他の問いでも活用する
　・�とらえた情報から、さらに別の情報を引き出す
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっていること

を見ぬく

○再現する
　・計算を正しく行う
　・持っている知識を状

じょう

況
きょう

に応じて正しく運用する
　・問いの指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○置きかえる
　・問いの状況を図やグラフなどに表す
　・問いを別の形に言いかえる
　・未知のものを自分にとってなじみの形にする
　・比の値を具体数で表す
　・数値をあてはめて、特定の状況をとらえる
　・解答の範

はん

囲
い

や大きさを予測する

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複なく全

て探し出す
　・書き出すことを通じて、きまりを見つける

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状況を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋道立てて明らかにする

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあて

はまるような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをと

らえる

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面としてとらえる
　・多角的な視点から対象をとらえる

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・規則や周期に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合から考える（もし、全て…
なら）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなした
りして全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のも
のだけを移動させて状況をとらえる

思考スキル
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【解　説】

1（1）　和が140になる組み合わせに着目して、次のように計算をすることができます。

　　　67＋68＋69＋70＋71＋72＋73

　　＝（67＋73）＋（68＋72）＋（69＋71）＋70

　　＝140＋140＋140＋70

　　＝140×3＋70

　　＝420＋70

　　＝490

（6）　比例式では内
ない

項
こう

の積と外項の積は等しいので、0.4×□＝2.4×1と表せます。

よって、□＝2.4÷0.4＝6です。

2（1）（売買算）� A1 再現する
1600×（1－0.15）＝1360（円）

（2）（平行線と角）� A1 再現する
右の図のように補

ほ

助
じょ

線
せん

を引き、平行線の錯
さっ

角
かく

が

等しいことを利用します。

58＋17＝75（度）

（3）（四則文章題）� A1 再現する
140×5＝700（円）……ガソリン５リットルの値

ね

段
だん

700× 450120＝2625（円）

（別解）

120÷5＝24（km）……ガソリン１リットルあたりで走る距
きょ

離
り

450÷24＝18.75（リットル）……450km走るのに必要なガソリンの量

140×18.75＝2625（円）

（4）（数の性質）� A2 再現する
１番小さい数である１に、２と３の最小公倍数である６を加えます。

1＋6＝7

67＋68＋69＋70＋71＋72＋73

140

58°

58°

17°

17°
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（5）（水位変化とグラフ）� A2 情報を獲得する 再現する
18×15×10÷15＝180（cm3／分）……この容器に１分あたりに入る水の量

12×15×（20－10）÷180＝10（分）……水を入れ始めて15分後から満水になるまでの時間

15＋10＝25（分）

（6）（倍数算）� A2 再現する 置きかえる
２人の間でお金のやりとりをしても、２人の所持金の和は変わりません。

ＡさんとＢさんの今の所持金をそれぞれ⑦、①、やりとりした後の所持金をそれぞれ3、

1として線分図に表すと、右のようにな

ります。⑧（＝⑦＋①）と4（＝3＋1）が

等しいので、⑧＝4より、②＝1とわか

ります。

よって、3＝②×3＝⑥となり、⑦－⑥

＝①が200円にあたることがわかります。

200×7＝1400（円）

（別解）

AさんとBさんの所持金の和は変わらないので、その和を１とします。

1× 7
7＋1 －1×

3
3＋1 ＝

1
8 ……200円にあたる割合

200÷ 1
8 ×

7
7＋1 ＝1400（円）

200円⑧

⑦ ①

⑥

4

13

⑧
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3 　（規則性）

周期に着目したり、和に目を向けたりしながら、数列の特
とく

徴
ちょう

を複数の視点からとらえていくこ

とが大切です。とらえた規則を式に結びつけていくために、どんな工夫ができるのかをこれか

らも考えていきましょう。

（1）� B1 情報を獲得する 再現する
1
2 ＋

1
2 ＋

1
4 ＋

1
2 ＋

1
4 ＝2

（2）� B1 情報を獲得する 再現する
2＋ 1

8 ＋
1
2 ＋

1
4 ＋

1
8 ＝3

（3）� B2 情報を活用する 一般化する
（1）（2）を考えることで、この数列は、次のように分数の和が１になる組を作れることが

わかります。

｜ 12 、
1
2 、｜

1
4 、

1
2 、

1
4 、｜

1
8 、

1
2 、

1
4 、

1
8 、｜

1
16、

1
2 、

1
4 、

1
8 、

1
16、｜　…

よって、このような組で考えたときの１組目から８組目までのすべての分数の和が８とな

ります。

各組の分数の個数は２個、３個、４個、５個、…、と１個ずつ増えていくので、８組目

の分数の個数は９個（＝8＋1）となります。

2＋3＋4＋5＋6＋7＋8＋9＝44（番目）

4 　（図形の回転移動）

30度という角度に着目すると、三角形の高さを求めることができます。直角三角形のうち、45

度の角度を持つもの（直角二等辺三角形）と、30度と60度の角度を持つもの（正三角形を半分にし

た形）については、辺の長さの比を確認しておきましょう。

（1）� A2 情報を獲得する 再現する
右の図のように、ＡからＢＣに垂直な線

を引き、ＢＣとの交点をＤとします。

このときできる三角形ＡＢＤは、１辺の

長さが６cmの正三角形の半分の形なので、

ＡＤの長さは３cm（＝6÷2）となります。

6×3÷2＝9（cm2）

Ａ

B CD
6cm

30°

60°6cm
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（2）� 置きかえるB1 順序立てて変化をとらえる
頂点Ｂが通ったあとは、次の図の太線のようになります。

（180－30）÷2＝75（度）……角BCAの大きさ＝角B’CA’の大きさ

弧
こ

BB’（弧B’B’’）の中心角の大きさは180－75＝105（度）となるので、頂点Ｂが通ったあと

の長さは、6×2×3.14× 105
360 ×2＝21.98（cm）となります。

（3）　 置きかえるB1 順序立てて変化をとらえる
二等辺三角形ABCが通ったあとの面積は、扇

おうぎ

形
がた

BCB’、三角形B’CA’、扇形B’A’B’’の面積

を合わせたものとなります。

6×6×3.14× 105
360 ×2＋9＝74.94（cm

2）

5 　（流水算）

この問題の構造は流水算と同じです。流水算では「船の静水時の速さ」「上りの速さ」「下りの速さ」

「川の流れの速さ」の４つの関係を整理することが大切です。この問題では、「動く歩道の速さ」

を「川の流れの速さ」に置きかえて考えるとよいでしょう。

（1）� B1 情報を獲得する
300÷60＝5（分）

（2）� B1 情報を活用する
5－1＝4（分）

　……みえさんが駅からデパートまで「動く歩道」の上を歩くのにかかる時間

300÷4＝75（m／分）

　……みえさんが「動く歩道」の上を歩いているときの移動する速さ

75－60＝15（m／分）

Ａ

B B’ ’

B ’

A ’C

C ’

6cm
30° 75° 75° 75°

75°
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（3）� B2 順序立てて変化をとらえる 特定の状況を仮定する
みえさんがあやさんと同じ５分かかって駅からデパートまで移動することになります。

そこで、つるかめ算の考え方を利用して考えます。みえさんは「動く歩道」の上を進むので、

歩くのをやめても毎分15ｍの速さで移動することになります。

（300－15×5）÷（75－15）＝3.75（分間）……みえさんが「動く歩道」の上を歩く時間

75×3.75＝281.25（m）

6 　（ニュートン算）

ニュートン算の問題は、いつでも、水がわき出るようなものや、牛が草を食べるようなものだ

けが題材になるわけではありません。題材に惑
まど

わされずに、どのようなときにどのような考え

方が利用できるのかを頭に入れておきましょう。

（1）� B1 情報をとらえる 置きかえる
客1人が1分間に食べる寿

す

司
し

の量を①

として線分図に整理すると右のよう

になります。

①×9×90－①×15×30＝ 360

……�60分間（＝90－30）で追加される

寿司の量

360 ÷60＝⑥……１分間で追加される寿司の量

⑥÷①＝6（倍）

（2）� B1 情報を活用する 置きかえる

450 －⑥×30＝ 810 －⑥×90＝ 270 ……初めに流れていた寿司の量

270 ÷（①×16－⑥）＝27（分間）

（3）� B2 情報を活用する 順序立てて変化をとらえる

270 ＋⑥×12－①×7×12＝ 258 ……12分後に流れている寿司の量

（ 258 ＋⑥×43）÷（①×43）＝12（人）……客の人数の合計
12－7＝5（人）

（別解）

270 ＋⑥×（12＋43）＝ 600

｛ 600 －①×7×（12＋43）｝÷43＝5（人）

初めに流れて
いた寿司の量

30分間で追加
される寿司の量

①×15×30＝ 450

初めに流れて
いた寿司の量

90分間で追加
される寿司の量

①×9×90＝ 810
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7 　（面積と辺の比）

「ＢＥは角ＡＢＤの２等分線」とありますが、これまでの学びで「角の２等分線」についての説明

はなかったかもしれません。しかし、問題文の前後の関係や図から十分にその意味は推
すい

測
そく

可能

なはずです。入試でもこのような出題がないとはいえないので、そのときは冷静に判断するよ

うにしましょう。

（1）� B1 情報をとらえる
ＢＥは角ＡＢＤの２等分線なので、角ＡＢＦの大きさは60÷2＝30（度）です。

（2）� B2 情報をとらえる 視点を変える
右図のようになっているとき、影

かげ

をつ

けた部分ＡとＢの面積の比は、太線部

分の比と等しくなります。このことを

利用して考えます。

ＡＥ：ＥＤは、三角形ＡＢＦと三角形

ＦＢＤの面積の比と等しくなります。

ＢＣ：ＣＤ＝3：2より、三角形ＦＢＣ

と三角形ＦＣＤの面積をそれぞれ③、

②とします。三角形ＡＢＦと三角形Ｆ

ＢＣは２辺とそのはさむ角が等しいの

で合同です。よって、三角形ＡＢＦの

面積は③です。

したがって、ＡＥ：ＥＤ＝三角形ＡＢＦ：

三角形ＦＢＤ＝③：（③＋②）＝3：5で

す。

（3）� 特徴的な部分に注目するB3 情報を活用する 視点を変える
三角形ＡＢＦと三角形ＡＦＤの面積比はＢＣ：ＣＤに等しく3：2です。三角形ＡＢＦの

面積を③とすると、三角形ＡＦＤの面積は③× 2
3 ＝②です。

次にＡＥ：ＥＤ＝3：5より、三角形ＥＦＤの面積は②× 5
3＋5 ＝ 1.25 です。

よって、三角形ＦＢＣと四角形ＥＦＣＤの面積比は③：（②＋ 1.25 ）＝12：13となります。

A

A ：

B

B

３ ２

Ａ

B D

E
③

③ ②

F

C
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8 　（場合の数）

四捨五入するときの数の変化に注意し、場合分けして考えることが大切です。“切り上げる場合

と切り捨
す

てる場合”、“切り上げても切り捨てても作ることができる整数”と“切り上げないと作る

ことができない整数”など、はっきりと分類してとらえられるようにしていきましょう。

カードを並べて作った小数をA�B�C.Dとします。

（1）� 調べるB2 情報を獲得する
四捨五入するときに切り捨てるので、Dには１から４のどれかが並べばよいことがわか

ります。

A�B�C�が３けたの整数なので、切り捨てられるように、Dには必ず１から４までのど

れかを並べることができます。

よって、求める場合の数は「１から６の数字を並べて３けたの整数A�B�Cを作る場合の

数」に等しく、6×5×4＝120（種類）となります。

（2）� 特徴的な部分に注目する調べるB3 情報を活用する 特定の状況を仮定する
切り上げる場合を考えます。（1）の答えと重複しないのは以下の２つの場合があります。

●切り上げてできた整数の一の位が７になるとき。

　A�B�C.Dが、Cが6、Dが５のとき、A�B�6.5はA�B�7という３けたの整数になりま

す。

　�よって、求める場合の数は「１から４の数字を並べて２けたのA�Bを作る場合の数」に

等しく、4×3＝12（通り）となります。

●切り上げてできた整数に同じ数字が２個あるとき。

　�例えば、231.5は232、643.5は644という同じ数字が２個ある整数になります。同じ数

字は2、3、4、5の場合があります。

　同じ数字が2のときは、232、242、252、262、322、422、522、622の８種類があります。

　同じ数字が3のときは、313、343、353、363、133、433、533、633の８種類があります。

　同じ数字が4のときは、414、424、454、464、144、244、544、644の８種類があります。

　同じ数字が5のときは、515、525、535、155、255、355の６種類があります。

　よって、8×3＋6＝30（種類）です。

以上より、（1）の他に12＋30＝42（種類）の整数ができます。

算数─解答と解説



（3）� 特徴的な部分に注目する調べるB3 情報を活用する 特定の状況を仮定する
A�B�C.Dは全部で6×5×4×3＝360（通り）できます。

よって、四捨五入してできる整数も360個あります。

つまり、アにあてはまる数は360です。

次に、この360個の整数の和を考えます。

360個すべて小数を切り捨てたものと仮定して考えます。

できた360個の整数に使われている数字の総数は3×360＝1080（個）です。

すべて小数を切り捨てたものとすると、この360個の整数には１から６のどの数字も1080

÷6＝180（個）ずつ使われ、それぞれの数字が一、十、百の位に180÷3＝60（個）ずつ使わ

れます。

よって、この360個の整数の和は（1＋2＋3＋4＋5＋6）×（1＋10＋100）×60＝139860とな

ります。

しかし、実際には切り上げがあるものがあります。

小数第１位が5（A�B�C.5）か6（A�B�C.6）のものなので、全部で5×4×3×2＝120（個）

あります。

切り上げが１個あるたびに和は１増えるので、求める和は139860＋1×120＝139980とな

ります。

つまり、イにあてはまる数は139980です。

算数─解答と解説





小学6年  社会 ── 解答と解説
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21

問７問６問３ 問４ 問５
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29

問３

30

問４

31

問５

32 33

3837
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（新幹線）
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【解　説】
1　工業に関する問題
問１　 A1 想起
　大

おお

阪
さか

府
ふ

は約１兆４千億円の出荷額があり、
東大阪市などでの生産が盛

さか

んです。
問２　 B2 比較・対照 理由・根拠
　印刷業と印刷関連業の製品として新聞やチ
ラシ、雑

ざっ

誌
し

、パンフレットなどがあります。
東京都には様々な企

き

業
ぎょう

の本社や出版社、新聞
社などが集まっていることから情報発信が盛
んで、従

したが

って印刷業と印刷関連業の需
じゅ

要
よう

が高
くなっています。
問３　 A2 想起 比較・対照
　アは石炭、イは鉄鉱石、ウは液化石油ガス、
エは肉類の輸入先です。
問４　 A1 想起
　GPS（GNSS）とは、地上と人工衛星の間
で電波のやりとりをして地上にあるものの位
置を正確に知るシステムです。そのための衛
星「みちびき」が３機2017年に打ち上げられ、
精度が飛

ひ

躍
やく

的
てき

に向上しました。これにより自
動車の自動運転やﾄﾞローンによる商品配達な
ども可能になるといわれています。GNIは国
民総所得、GHQは連合国軍最高司令官総司
令部、GDPは国内総生産の英語の略

りゃく

称
しょう

です。
問５　 B1 想起 理由・根拠
　組み立て工場が海外に移転すると、移転先
の海外の企業から部品を買うことになるため、
日本国内の関連工場は出荷先を失うことにな
ります。したがって関連工場は従

じゅう

業
ぎょう

員
いん

を解
かい

雇
こ

せざるを得なくなります。また組み立て工場
がなくなることによって、その工場で働いて
いた人を相手にしていたコンビニなどの売上
げも落ち、地

ち

域
いき

経
けい

済
ざい

に大きな影
えい

響
きょう

が出ます。
問６　 A1 想起
　アは従業者数割

わり

合
あい

、イは事業所数割合、ウ
は製造品出荷額割合を示しています。
問７　 B1 変換
　製造品出荷額等構成の図を見ると軽工業は
全体の27.1％を占めていて、そのうち食料品

工業が11.6％となっていますので、11.6÷
27.1×100＝42.80％となりますので43％とな
ります。
問８　 A1 想起
　アはセメント工場、イは半導体の工場、ウ
は自動車工場、エは高

こう

炉
ろ

一
いっ

貫
かん

の製鉄所の分布
を示しています。セメント工場は、主原料の
石灰石が豊富な埼玉県や山口県に多く見られ
ます。

2　交通に関する問題
問１　 A1 想起
　2015年度の新幹線旅客輸送量は、東海道
新幹線、東北新幹線、山陽新幹線、上

じょう

越
えつ

新幹
線、北陸新幹線、九州新幹線、北海道新幹線
の順になっていて、新幹線全体では３億
6571万人を輸送しました。
問２　 変換A2 想起 カテゴライズ
　東京（品川）と名古屋、大阪を営業運転で
の最高時速505kmで結ぶリニア中央新幹線の
工事は、2014年に東京・名古屋間で着工さ
れました。2027年に名古屋までの区間で開
業する予定になっていて、所要時間は40分
とされています。リニア中央新幹線は東京と
名古屋の間をほぼ最短距

きょ

離
り

で結ぶ予定で、現
在中間駅として神

か

奈
な

川
がわ

県相
さが

模
み

原
はら

市、山
やま

梨
なし

県甲
こう

府
ふ

市、長野県飯田市、岐
ぎ

阜
ふ

県中
なか

津
つ

川
がわ

市周辺で
の設置が予定されていて飛

ひ

驒
だ

山脈は建設予定
区間にありません。
問３　 理由・根拠B1 想起 カテゴライズ
　地方では鉄道などの公共交通機関を利用す
るのは、市町村をまたいで通学する生徒が多
い反面、車を運転することを認められていな
い年齢の者が多い高校生と病院に通院する高

こう

齢
れい

者
しゃ

が中心という状
じょう

況
きょう

になっています。特に
大都市が札

さっ

幌
ぽろ

しかなく沿
えん

線
せん

の過
か

疎
そ

化
か

が進行し
ているJR北海道の経営状態は、深

しん

刻
こく

になっ
ています。
問４　 A2 想起 カテゴライズ
　イは航空輸送の利点です。乗客が航空機か
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鉄道かを選
せん

択
たく

する境界は３時間前後と言われ
ていて、鉄道がそれ以上移動に時間がかかる
場合は、航空機が選択される傾

けい

向
こう

が強くなり
ます。
問５　 変換A2 想起 カテゴライズ
　中央自動車道の高

たか

井
い

戸
ど

インターチェンジと
小牧ジャンクションの間の路線は、東京都、
神奈川県、山梨県、長野県、岐阜県、愛知県
を通ります。中央自動車道には他に、山梨県
大月と河口湖を結ぶ路線があります。
問６　 A2 想起 理由・根拠
　貨

か

客
きゃく

混
こん

載
さい

とはバスなどの公共交通機関に貨
物も一

いっ

緒
しょ

に載
の

せて運ぶことで、バスの運転手
がトラックの運転手を兼

か

ねることになるた
め、人手不足への対応が可能になります。ま
たバスとトラックが集約されることにより、
二酸化炭素の排

はい

出
しゅつ

量
りょう

を減らすことも可能にな
ります。
問７　 A1 想起
　地方都市では商業施

し

設
せつ

の駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

の完備した
郊
こう

外
がい

への移転などに伴
ともな

って、中心市街地の商
店街では空き店

てん

舗
ぽ

や空きビルが増え、昼間か
らシャッターが降

お

ろされている光景が見られ
ます。このような商店街をシャッター通りと
呼
よ

ぶことがあります。
問８　 A2 想起 カテゴライズ
　半導体などの電子部品は小型かつ軽量であ
る割に価格が高いため、製品価格に占める輸
送量の割合が小さくなり高額な航空運

うん

賃
ちん

にも
耐
た

えられます。
問９　 A1 想起
　2015年度の飛行機による国内旅客数は、
１位が東京（羽田）～新

しん

千
ち

歳
とせ

（札幌）間で約
902万人、２位が東京（羽田）～福

ふく

岡
おか

間で約
816万人、３位が東京（羽田）～那

な

覇
は

間で約
525万人、４位が東京（羽田）～大阪間で約
519万人です。
問10　 変換B1 想起 理由・根拠
　海上を埋

うめ

立
た

て人工島に空港を設けると、周
囲に人家がないため騒

そう

音
おん

問題が発生する可能

性が低くなり、運用時間の制約も少なくなり
ます。海上空港には他に中部国際空港や長

なが

崎
さき

空港、北九州空港などがあります。
問11　 A2 想起 カテゴライズ
　格安航空会社（LCC）はこれまでより大

おお

幅
はば

に安い運賃で旅客機を運航する会社のこと
で、運賃を安くするために経費を最大限切

き

り
詰
つ

めています。そのため提
てい

供
きょう

される機内食は
一
いっ

般
ぱん

の航空会社に比べて簡
かん

単
たん

なものだった
り、有料だったりします。また映

えい

画
が

上
じょう

映
えい

を実
じっ

施
し

しなかったり、新聞や雑
ざっ

誌
し

は置かないなど
機内サービスは最低限のものになっていま
す。格安航空会社は日本でも2012年に発足
しました。機内に乗務員が配置されていない
ということはありません。
問12　 A1 想起
　日本を訪

おとず

れる観光客は大きく増加している
反面、ホテルの予約が取りにくくなったりし
ています。そのため旅館業法による規制が一
部緩
ゆる

められ、一般の民家やマンションに観光
客など旅行者を泊

と

める民
みん

泊
ぱく

が、2016年から
認
みと

められるようになりました。
問13　 A1 想起
　コンテナは金属製の大型容器で、大きさが
統一されていて積み重ねることもできるため
特に船での貨物輸送に多数利用されています。

3　江
え

戸
ど

時代の歴史に関する問題
問１
（１） B1 変換 抽象・具体
　新田の開発には水の確保が重要で、地図に
ある新

にい

潟
がた

県八
や

色
いろ

原
はら

扇
せん

状
じょう

地
ち

では地下水の温度が
低いため、水無川の水を引いてくる用水路の
建設が必要なことでした。この地域は高田藩

はん

の支配下にあり、高田藩は積極的に開発計画
を進めました。
（２） A2 カテゴライズ想起
　シャクシャインの戦いは1669年に起きた、
アイヌの総首長であったシャクシャインが松
前氏に対して起こした戦いです。この戦いは

社会─解答と解説



アイヌ側の敗北に終わり、これ以
い

降
こう

松前藩の
アイヌ支配は過

か

酷
こく

さを増していきました。伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

が蝦
え

夷
ぞ

地
ち

を測量したのは1800年、大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

の乱
らん

が起きたのは1837年、大阪冬
の陣

じん

が起きたのは1614年のことです。
問２　 変換A2 想起 比較・対照
　江戸時代には農業技術も大きく進歩して新
しい農具が登場しました。アの踏

ふみ

車
ぐるま

は灌
かん

漑
がい

の
ための、イの千歯こきやエの唐

とう

箕
み

、オのから
さおは収

しゅう

穫
かく

した稲
いね

を茎
くき

から外す作業である脱
だっ

穀
こく

に使用しました。ウの千石どおしは穀
こく

粒
つぶ

の
大小を選別するための、カの備

びっ

中
ちゅう

鍬
ぐわ

は耕
こう

耘
うん

の
ための農具です。問題文ではアの踏車とエの
唐箕の説明が逆になっています。
問３　 B2 変換 理由・根拠
　図では女性が扱

こき

箸
ばし

で稲
いな

穂
ほ

を挟
はさ

みしごく作業
の場面が描

えが

かれています。江戸時代の農村で
は女性は貴

き

重
ちょう

な労働力として存在していまし
た。
問４　 A1 想起
　干
ほし

鰯
か

は鰯
いわし

や鰊
にしん

を日
ひ

干
ぼ

しにした肥料です。金
銭を支

し

払
はら

って購
こう

入
にゅう

する肥料である金肥には干
鰯や油

あぶら

粕
かす

の他に〆
しめ

粕
かす

などがありました。綿花
などの商品作物の栽

さい

培
ばい

に用いられました。
問５　 A2 想起 具体・抽象
　醤

しょう

油
ゆ

は大豆を乾
かん

燥
そう

させたのちに煎
い

って、蒸
む

した小麦を混ぜ麹
こうじ

を入れてかき回し、最後に
食塩水を入れて発

はっ

酵
こう

させるという工程で製造
しました。江戸時代、醤油は現在の千葉県の
野田や銚

ちょう

子
し

、京都や兵庫県の龍
たつ

野
の

などで盛ん
に生産されました。
問６　 A2 カテゴライズ想起
　菜種はアブラナ科の植物で、採油を目的と
して栽培され、油は菜種油と呼ばれ灯油の原
料として江戸時代の生活に欠かせないもので
した。藍

あい

は染
せん

料
りょう

、漆
うるし

は塗料、三
みつ

椏
また

は和紙の原
料として用いられました。
問７　 A2 カテゴライズ想起
　村役人は代官などの指示を受けて村政にあ
たった本

ほん

百
びゃく

姓
しょう

からなる農民で、名
な

主
ぬし

、組
くみ

頭
がしら

、

百姓代の村方三役がその中心でした。地主と
は一般的には土地の所有者のことを指し、村
役人ではありません。
問８
（１） A1 想起
　北前船は江戸時代の中期頃

ころ

から西
にし

廻
まわ

り航路
で用いられた、北海道や東北地方の物資を下
関を経由して大阪に輸送した船です。樽

たる

廻
かい

船
せん

と菱
ひ

垣
がき

廻船は主として江戸と大阪の間で酒な
どを輸送することに用いられた船、高

たか

瀬
せ

舟
ぶね

は
河川や湖

こ

沼
しょう

の水上運送に広く用いられた小型
の船です。
（２） A1 想起
　西廻り航路では、蝦

え

夷
ぞ

地
ち

から昆
こん

布
ぶ

の他に年
ねん

貢
ぐ

米やフカヒレ、干しなまこなどの俵
たわら

物
もの

が、
京都や大阪など上

かみ

方
がた

方面に輸送されました。
問９　 変換A2 想起 カテゴライズ
　図から分かるように江戸時代の東海道は、
現在の名古屋市熱

あつ

田
た

から海路で現在の三重県
桑
くわ

名
な

へ向かっていて、岐阜は通っていません
でした。岐阜を通っていたのは中

なか

山
せん

道
どう

です。
問10　 A1 想起
　江戸幕

ばく

府
ふ

は大名を統制するための手
しゅ

段
だん

とし
て、大名には江戸と国

くに

元
もと

を原則として１年交
代で往復することを、大名の妻子には江戸住
みを強制しました。そのため大名の妻子が江
戸から脱

ぬ

け出
で

ることを厳
げん

重
じゅう

に監
かん

視
し

し、箱根や
小
こ

仏
ぼとけ

などの関所での江戸から地方へ出る武家
の女性の取り調べは非常に厳しいものとなっ
ていました。

4　明治時代の歴史に関する問題
問１　 A1 想起
　戊

ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

は、1868年の鳥
と

羽
ば

・伏
ふし

見
み

の戦い
から1869年の函

はこ

館
だて

五
ご

稜
りょう

郭
かく

の戦いまでの、旧
幕府軍と新政府軍の間で起きた一連の戦争の
ことです。薩英戦争は1863年に、日中戦争
は1937年から、西南戦争は1877年にそれぞ
れ起きました。
問２
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（１） B1 変換
　地租は地価の３％ですから、
　206×0.03＝6.18（円）となります。
（２） 変換B2 想起 理由・根拠
　大久保利通らの建議により、地

ち

租
そ

改
かい

正
せい

が行
われました。地租改正ではそれまで米で納

おさ

め
ていた年

ねん

貢
ぐ

を、豊
ほう

凶
きょう

に関係なく地価の３％を
土地所有者が金

きん

納
のう

することになりました。表
にあるように、米価は豊凶によってかなり変
動するため政府は一定の収

しゅう

入
にゅう

を得ることがで
きていませんでしたが、この改

かい

革
かく

により政府
は毎年一定の税

ぜい

収
しゅう

が毎年見
み

込
こ

めるようになり
ました。
問３　 変換A2 想起
　1875年に結ばれた樺

から

太
ふと

・千
ち

島
しま

交
こう

換
かん

条約で、
樺太全島をロシア領、千島全島を日本領とす
ることが定められました。交

こう

渉
しょう

には駐
ちゅう

露
ろ

公使
の榎
えの

本
もと

武
たけ

揚
あき

があたりました。
問４　 A1 想起
　板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らはフランス流の急進的な主張を
もとに自

じ

由
ゆう

党
とう

を結成し、自由民
みん

権
けん

運動の拡
かく

大
だい

に努めました。大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

らはイギリス流の立
りっ

憲
けん

君主制を主張して1882年に立憲改進党を
結成しました。黒

くろ

田
だ

清
きよ

隆
たか

は第２代内
ない

閣
かく

総理大
臣です。
問５　 カテゴライズA2 想起 具体・抽象
　明治時代には、薩

さっ

長
ちょう

土
と

肥
ひ

、特に薩
さつ

摩
ま

藩と長
州藩の出身者を中心として行われた藩

はん

閥
ばつ

政治
と呼ばれる政治が行われました。
問６　 立証A2 想起
　大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

は伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

らが主に君主の
権
けん

力
りょく

が強いドイツ（プロシア）の憲法を参考
に作成し、天

てん

皇
のう

が臣民に与
あた

える欽
きん

定
てい

憲法とい
う形で、1889年２月11日に発布されました。
大日本帝国憲法では主

しゅ

権
けん

が天皇にあり、臣民
には制限された権

けん

利
り

しか認められていません
でした。現在の日本国憲法から見ると、基本
的人
じん

権
けん

の尊
そん

重
ちょう

などで不十分な点が多いもので
したが、この憲法が発布されたことにより、
日本は東アジアで最初に、憲法に基づいて政

治が行われる立憲君主国となりました。
問７　 A1 想起
　第１回衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議員総選挙の時に選挙権を持
つ者は、直接国税15円以上納めた25歳

さい

以上
の男子に限られていました。これは全人口の
約1.1％程度でした。直接国税３円以上納め
た25歳以上の男子に選挙権が与えられたの
が1919年、25歳以上のすべての男子に選挙
権が認められたのは1925年に改正された衆
議院議員選挙法（普

ふ

通
つう

選挙法）以降、20歳
以上の男女に選挙権が認められたのは、第二
次世界大戦後の1945年のことで、2016年の
公職選挙法改正によって現在は満18歳以上
の男女に選挙権が認められています。
問８　 B1 想起 理由・根拠
　日清戦争の講和会議には、日本側からは当
時首相だった伊藤博文と外務大臣だった陸

む

奥
つ

宗
むね

光
みつ

が、清側は李
り

鴻
こう

章
しょう

らが参加しました。こ
の会議の結果結ばれた下関条約で、清は賠

ばい

償
しょう

金
きん

２億テールを払うことを認めました。日本
は今後ロシアとの戦争が避

さ

けられないものと
の認
にん

識
しき

で、軍備増強に多くの資金を投下しま
した。
問９　 立証A2 想起
　日本は1910年に韓

かん

国
こく

を併
へい

合
ごう

した後、軍事
力などを背

はい

景
けい

とした植民地支配を開始しまし
た。学校では日本語を話すことを義務づけ、
朝
ちょう

鮮
せん

の歴史を教えることを禁止しました。土
地調査事業を通して所有者の不明な土地は没

ぼっ

収
しゅう

され、土地を失った朝鮮の人々の中には日
本へ移住する人も多く見られました。朝鮮米
などの移出は日本の食料不足をほぼ解消しま
したが、朝鮮での食料不足は深

しん

刻
こく

化
か

しました。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない場合
　…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点
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小学6年  理科  ── 解答と解説

1

□1　（1）各1点×5＝5点
　　他各2点×5＝10点
□2　各3点×9＝27点
□3　各3点×7＝21点
□4　（1）（2）各2点×2＝4点
　　他各3点×4＝12点
□5　各3点×7＝21点

計100点

（配点）

（完答） 

47 48 49 50

（1）

（5） （6）

（2） （4）（3）

（完答）57 （完答）58 （完答）59

（4） （5） （6）

4641

（7）

g

26 27 28 29

（2） （3） （4） （5）

m m m 秒

31 32 （完答）33

（1） （2） （3）

34 （完答）35 36

（4） （5） （6）

（生物）

37 38 39

（7） （8） （9）

倍 mg 倍

4

42 43

（4）（3）（2）

g cm

21 22 23 2524

（1）

① ② ③ ④ ⑤

2

40

（1）

cm

3

44 （完答）45

（5） （6）

51 52

度

53 54 55 56

（1） （2） （3）

色

5

A F

A Bcm cmcm

（6）

30

Ａ C

60

50

40

30

20

10

0

ば
ね
の
長
さ
（cm）

10 20 30
おもりの重さ（g）

40 50 60

公転 ① Ｄ ア

A・E B・E A と C

イ 66.6

黄 水素 塩化水素 二酸化炭素

64

225 510 247.5 4.4

40 20○ × ○ × ×

17.5 60 30

食物連鎖 光合成 ア・エ

10

A エ

4 1.2 15

音 が 高 く な っ て い る 。

ア イ
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【解　説】

1　音の性質と進み方についての問題

（1） A1 知識
　①光は真空でも進むことができますが、

音が伝わるには、振動を伝えるもの（空気

など）が必要なので真空では音は伝わりま

せん。

　②音が伝わる速さは、固体→液体→気体

の順におそくなっていくので、空気中より

糸電話の糸の方が速く音を伝えます。ただ

し、糸がたるんでいるときは音を伝えるこ

とができません。

　③スポンジや布などやわらかいものに音

が当たると、そこで音は吸収されてしまい

ます。

　④音が固いものに当たったときは、光と

同じように反射します。

　⑤弦を強くはじくと、弦のゆれはば（振
しん

幅
ぷく

）が大きくなって大きい（強い）音が出る

ようになります。音の高低は振動している

ものの振動数（１秒あたりの振動する回数）

のちがいによって起こるので、弦を短くす

る、強く張る、細い弦に取りかえるなどし

ないと高い音にはなりません。

（2） B1 根拠 変換
　船から出た音が海底で反射してもどって

くるまでに0.3秒かかったので、海底まで

の片道では0.15秒で伝わったことになりま

す。このことから、海底までの距離は、

1500×0.15＝225（m）と求められます。

（3） B1 根拠 変換
　音は空気中を毎秒340mの速さで伝わる

ので、1.5秒間に音が進んだ道のりは、340

×1.5＝510（m）になります。

（4） B1 根拠 変換
　船は１秒間に10mの速さで岸

がん

壁
ぺき

に向かっ

て進んでいるので、1.5秒後には、10×1.5

＝15（m）進みます。音が進んだ道のりから

船が進んだ15mを引いたものが、船で反射

音を聞いたときの岸壁までのきょりの２倍

になることから、（510−15）÷2＝247.5（m）

が答えになります。

（5） B1 根拠 変換
　岸壁まで1700m離れた地点から鳴らした

『鳴らし始めの汽笛の音』は、1700÷340＝

5（秒後）に聞こえます。一方、汽笛を５秒

間鳴らしている間に200mだけ前進してい

る高速船が鳴らした『鳴らし終わりの汽笛

の音』は、1500÷340＝4.41…＝4.4（秒後）

に聞こえるため、岸壁に立っている人には、

　5−（5−4.4）＝4.4（秒間）の汽笛として聞

こえます。

（6） B2 知識 根拠 具体
　岸壁に立っている人には、５秒間鳴らし

た音が4.4秒間に短縮されて聞こえるので、

振動数が増えた高い音に変化しています。

このように、音を出しながら物体が近づい

てくるときに音が高く聞こえたり、反対に

音を出しながら物体が遠ざかるときに音が

低く聞こえる現象をドップラー効果とよん

でいます。

2　生物のつながりについての問題

15m
音が進んだ道のり

岸
壁
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（1） A1 知識
　植物は草食動物に食べられ、草食動物は

肉食動物に食べられます。このように、自

然の環境においていろいろな生物が食べる

食べられるの関係でつながれていることを

『食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

』とよんでいます。

（2） A2 知識 根拠
　矢印Ｘは生物Ａが二酸化炭素を取り入れ

ていることを表していますが、葉緑体を持

った植物は、光が十分にあたる環境のもと

で、吸収した水と葉の気孔から取り入れた

二酸化炭素を原料にして、でんぷんと酸素

を作ります。このように植物が光のエネル

ギーを利用して水と二酸化炭素からでんぷ

んと酸素をつくる活動を『光
こう

合
ごう

成
せい

』とよんで

います。

（3） A2 知識 根拠
　二酸化炭素を取り入れる光合成と二酸化

炭素を出す呼吸の両方をおこなっている生

物Ａは、葉緑体をもった生き物ということ

になります。シイタケのような菌類は葉緑

体を持たず、ミジンコは動いてエサを食べ

て生活する動物プランクトンのなかまなの

で生物Ａにあてはまるものはアとエになり

ます。

（4） A1 知識
　生物Ｃは一生の間にたくさんの生物Ｂを

食べ、その生物Ｂも一生の間にたくさんの

生物Ａを食べるため、これらの中で数が最

も多いのは生物Ａになります。

（5） A2 知識 根拠
　生物Ａは生物Ｂに食べられているので、

生物Ｂの数が減ることによって食べられて

しまう回数が減るために数が増えます。一

方、生物Ｃは生物Ｂを食べて生活している

ので、えさとなる生物Ｂの数が減ると、栄

養が取れなくなって生物Ｃの数も減りま

す。

（6） A1 知識
　二酸化炭素からでんぷんという栄養分を

作っていることから、生物Ａのような緑色

植物を生産者とよんでいます。生物Ｂや生

物Ｃは自分で養分を作ることはせず、他の

生物を食べて生活するので消費者とよばれ

ています。土の中にいるバクテリア（細菌

類）などのような生物Ｄは、生物の死がい

やふんをもとの二酸化炭素に分解している

ことから、分解者とよばれています。

（7） B1 抽出 比較
　図２により、１kgのサバの体内にたまっ

た物質Ｙの量が0.08mgで、同じ重さのイ

ワ シ の 体 内 に た ま っ た 物 質 Ｙ の 量 が

0.02mgとわかるので、0.08÷0.02＝4（倍）

濃くなっているといえます。

（8） B1 抽出 置換
　サバ１kgあたりに物質Ｙが0.08mgふく

まれているので、15kgのサバには、0.08×

15＝1.2（mg）の物質Ｙがふくまれていま

す。

（9） B2 抽出 比較 置換
　（8）より、マグロが１kｇ体重を増やす

ために食べるサバには1.2mgの物質Ｙがふ

くまれています。このことから、成長した

マグロ１kgあたりに1.2mgの物質Ｙがふく

まれることになるので、物質Ｙの濃さは、

サバとくらべると、1.2÷0.08＝15（倍）に

なっていることがわかります。
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3　力のつり合いについての問題

（1） B1 根拠 比較
　表を見ると、ばねＡにつるすおもりの重

さを10gから20gに10g増やすと、ばねＡの

長さは15cmから20cmに５cmのびていま

す。ばねののびは、おもりの重さに比例し

て規則正しく変化するので、ばねＡにつる

した10gのおもりをはずして何もつるさな

い状態にすると、ばねの長さは15−5＝10

（cm）になり、これがばねＡの自然長とな

ります。

（2） B2 抽出 比較 具体
　（1）により、ばねＡの自然長が10cmとわ

かったので、おもりの重さが０gのときは

ばねの長さが10cm、10gのときは15cm、

20gのときは20cm、30gのときは25cm、以

降も規則正しくばねＡはのび、40gのとき

は30cm、50gのときは35cm、60gのときは

40cmとなります。これらを示す目もりの

場所に７つの点を記入して、すべての点を

通過するような直線を描けば答えのグラフ

となります。

（3） B1 抽出 比較
　表により、ばねＡは10gにつき５cmずつ

のび、ばねＢは10gにつき2.5cmずつのび

ることがわかります。両方のばねに30gの

おもりをつるしたときに、27.5−25＝2.5

（cm）だけばねＢが長くなっているので、

あと10g増やして40gのおもりをつるせば、

両方のばねが30cmになって同じ長さとな

ります。

【参考】

（2）と同じようにしてばねＡのグラフの上

にばねＢの長さの変化のグラフを書くと下

の図のようになります。このときばねＡの

グラフとばねＢのグラフの重なっている点

が、ばねＡとばねＢに同じ重さのおもりを

つるして長さが同じになるところを示して

います。この点を読みとると、40gのおも

りをつるしたときに、ばねＡもばねＢも長

さが30cmになるとわかります。

（4） B1 根拠 置換
　図２のように、ばねＡの両側に20gのお

もりをつるしても、片方のおもりはばねが

引かれても落ちていかないように支えてい

ると考えられるため、実際にばねＡを引い

ている力の大きさは20gになります。した

がって、ばねＡの長さは20cmだとわかり

ます。

（5） B1 根拠 置換

60

50

40

30

20

10

0

ば
ね
の
長
さ
（cm）

10 20 30
おもりの重さ（g）

40 50 60

60

50

40

30

20

10

0

ば
ね
の
長
さ
（cm）

10 20 30
おもりの重さ（g）

ばねＢ

ばねＡ

40 50 60
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　重さの無視できる棒につるされている

30gのおもりは、２本のばねＡによって支

えられているので、１本のばねＡには15g

の力が加わっています。ばねＡの自然長は

10cmで、10gで５cmのびるので、15gの力

が加わるときは、5× 15
10 ＝7.5（cm）だけ

のびて、10＋7.5＝17.5（cm）になります。

（6） B1 根拠 置換
　図４のように２個のおもりをつるすと、

ばねＡには60＋40＝100（g）の力が加わり、

ばねＢには40gの力が加わります。したが

って、ばねＡの長さは、10＋5× 100
10 ＝

60（cm）になり、自然長が20cmで10gにつ

き2.5cmずつのびるばねＢは、20＋2.5×
40
10 ＝30（cm）になります。

（7） B1 根拠 置換
　ばねＡとばねＢを１本につないだばねの

自然長は、10＋20＝30（cm）で、10gのおも

りをつるすと、5＋2.5＝7.5（cm）のびるば

ねになります。このような１本につながれ

たばねが78cmになるのは、全体で78−30

＝48（cm）だけのびているからで、下につ

るされたおもりの重さは、10× 48
7.5 ＝64

（g）だったとわかります。

4　季節と太陽についての問題

（1） A1 知識
　天体が他の天体のまわりを周期的に回る

ような動きを公転といいます。一方、天体

自身が地軸を中心に回転するような動きを

自転といいます。

（2） A1 知識
　北極が上になるようにして描いた図１に

おいて、地球の自転と公転はともに反時計

回りになっているため、地球の公転方向は

①になります。

（3） A2 知識 根拠
　図１のＡのように地軸が太陽の方にかた

むくと、北半球の地点では太陽高度が高く

なるので、ここに地球があるときが夏至の

日のころです。さらに、地球は太陽のまわ

りを反時計まわりに公転していくのでＢが

秋分の日の、Ｃが冬至の日の、Ｄが春分の

日の地球の位置になります。

（4） A2 知識 根拠
　冬至の日になると、太陽は少し南にずれ

た東の地平線からのぼり、南の低い空を通

って、少し南にずれた西の地平線にしずみ

ます。このことから、透明半球上に太陽の

動きを記録するとアのようになります。

（5） B1 根拠 比較
　夏至の日には、図１のＡにある地球のよ

うに地軸を太陽の方に傾けた状態で太陽光

線を受けています。この状態で地球が自転

すると、下図のように北半球では高緯度の

地点になればなるほど、１日に対する昼の

長さの割合が大きくなっていることがわか

ります。したがって、長崎と札幌で昼の長

さをくらべると、より高緯度の地点である

札幌の方が昼の時間が長いといえます。
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（6） B2 知識 根拠 具体
　（5）の図でもわかる通り、北半球でより

高緯度の地域である北極周辺は、地球が自

転してもずっと太陽光線が当たり続けるの

で白夜になります。下図において、地軸の

傾き（○の角度）が23.4度のとき、地軸をは

さんだ反対の角度も23.4度になるため、白

夜となる地域は北緯が、90−23.4＝66.6

（度）以上の場所であることがわかります。

5　いろいろな水溶液についての問題

（1） B1 知識 比較
　実験③で、蒸発皿に少量とって加熱した

ときに、炭素が多くふくまれるために黒く

こげてしまった水溶液Ｂは砂とう水だとわ

かります。また、加熱して水を蒸発させた

ときに白い固体が残った水溶液ＣとＤは、

食塩水と水酸化ナトリウム水溶液のどちら

かですが、実験①で赤色のリトマス紙が青

色に変化した水溶液Ｃはアルカリ性の水溶

液なので、水溶液Ｃが水酸化ナトリウム水

溶液、水溶液Ｄが食塩水だとわかります。

実験③で何も残らなかった水溶液Ａ・Ｅ・

Ｆの中で、実験②でＢＴＢ溶液を少量加え

たときに緑色となり、中性の水溶液だと判

断できる水溶液Ｅはアルコール水溶液で、

さらに実験④でアルミニウムを溶かした水

溶液Ａが塩酸、残った水溶液Ｆが炭酸水だ

とわかります。水溶液Ａの塩酸は酸性なの

で、ＢＴＢ溶液を加えると黄色になります。

（2） B1 知識 抽出
　塩酸や水酸化ナトリウム水溶液にアルミ

ニウムを加えると、細かいあわを出しなが

らアルミニウムが溶けていき水素が発生し

ます。水素は、無色無臭の水に溶けにくい

気体で、空気のおよそ0.07倍の重さしかあ

りません。また、水素は可燃性の気体で、

水素の入った試験管に火のついた線香を入

れると、『ポン』と音をたてて小さなばく発

が起こります。

（3） B1 知識 抽出
　水溶液Ａの塩酸は、塩化水素という気体

を水に溶かした水溶液です。また、水溶液

Ｆの炭酸水は、二酸化炭素を水に溶かした

水溶液です。

（4） B1 抽出 分類
　水溶液Ａ〜Ｆの中でにおいがあるもの

は、水溶液Ａの塩酸と水溶液Ｅのアルコー

ル水溶液の２つです。

（5） B1 抽出 分類
　水溶液Ａ〜Ｆの中で電流を通さないもの

は、水溶液Ｂの砂とう水と水溶液Ｅのアル

コール水溶液の２つです。

（6） B1 知識 抽出
　水溶液Ａの塩酸と水溶液Ｃの水酸化ナト

リウム水溶液とまぜると食塩水ができま

す。このように、酸性の水溶液とアルカリ

性の水溶液をまぜると、たがいに相手の性

質を打ち消して、中性の別の水溶液になる

反応を、中和（反応）とよんでいます。
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【
解　

説
】

　
�　

重し
げ

松ま
つ

清き
よ
し

の
「
卒
業
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

僕
の
妹
の
ま
ゆ
み
が
、
ど
う
し
て
も
授
業
中
に
歌
を
口
ず
さ
ん
で
し

ま
う
の
は
、
幼
い
と
き
か
ら
の
く
せ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
母
親
は
そ
ん

な
ま
ゆ
み
を
厳
し
く
叱し
か

り
つ
け
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
母
親
を

見
て
い
て
僕
は
、
は
が
ゆ
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
当
時
の
こ
と
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
僕
は
、
あ
の
と
き
「
母

が
も
っ
と
厳
し
く
叱
っ
て
い
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
…
…
」
と
い
う
気

持
ち
を
す
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

問
一　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

最
も
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
を
入
れ
る
問
題
で
す
。
前
後
の
関
係
に
着

目
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ�　
「
そ
れ
で
も
」
も
入
り
そ
う
で
す
が
、「
そ
れ
で
も
」
を
入
れ
る

と
、「
そ
れ
で
も
黙だ
ま

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
先
生
が
…
…
」
と
つ

づ
く
、
お
か
し
な
文
章
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

Ｂ�　
「
…
…
と
素
直
に
応
え
る
。
そ
れ
で
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
…
…
」

と
、
あ
と
に
反
対
の
内
容
が
つ
づ
き
ま
す
。

　

Ｃ�　
「
ゆ
っ
く
り
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
時
間
を
か
け
て
」
い
る
よ
う

す
を
表
す
こ
と
ば
が
入
り
ま
す
。

　

Ｄ�　
「
…
…
み
た
い
だ
っ
た
」
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、「
な
ん
だ
か
」

で
す
。

問
二　

Ｂ
１
比
較
具
体
化

　
　

先
生
の
心
情
が
変
化
す
る
前
後
を
比
較
し
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
具
体
的
な
出
来
事
が
書
か
れ
て
い
る
場
所
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

僕
が
先
生
に
呼
び
止
め
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
る
と
き
に
は
、

も
う
先
生
に
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
ま
え
に
、「
ま
ゆ
み
の
歌
が
う
る
さ
い
、
と
い
う

声
が
同
級
生
か
ら
あ
が
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
ど
う
な
っ
て
る
ん
だ
、

と
親
か
ら
学
校
に
電
話
が
入
る
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

六
月
に
も
「
教
室
の
後
ろ
に
並な
ら

ん
だ
親
た
ち
は
、
一
瞬
、
な
に
が
起
こ

っ
た
の
か
信
じ
ら
れ
な
い
顔
に
な
り
、
先
生
の
顔
色
が
、
さ
あ
っ
と
変

わ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

「
五
月
の
終
わ
り
頃
…
…
」
に
な
り
ま
す
。

問
三　

Ｂ
１
関
係

　
　

僕
が
心
の
中
で
、
先
生
の
こ
と
ば
に
反
応
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手

が
か
り
と
し
ま
す
。　
に
は
、「
近
所
に
も
仲
良
し
の
友
だ
ち
が

何
人
も
い
る
し
…
…
」と
答
え
て
い
ま
す
。
ウ
に
対
す
る
も
の
で
す
ね
。

　
に
は
、「
ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
、
時
間
を
か
け
て
つ
く
っ
て

い
く
」
と
答
え
て
い
ま
す
か
ら
、
イ
に
対
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　　
に
対
し
て
は
、「
う
な
ず
き
か
け
た
」
の
で
す
か
ら
、
ア
に
な

り
ま
す
。

問
四　

Ｂ
１
置
換
抽
象
化

　
　

ａ
の
ま
え
に
は
、「
そ
う
い
う
こ
と
を
順
序
立
て
て
話
し
た
か
っ
た

の
に
、
胸
が
つ
っ
か
え
て
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
ウ
が
適
当
で
す
。
ｂ

の
あ
と
に
は
、「
困
っ
た
な
あ
、
と
い
う
顔
を
し
て
い
た
」
と
つ
づ
い
て

い
ま
す
か
ら
、
エ
が
い
い
で
し
ょ
う
。
ｃ
は
、「
先
生
は
、
僕
が
ま
ゆ
み

を
か
ば
っ
て
嘘う
そ

を
つ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ア
で
す
。

1

１
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国語─解答と解説



問
五　

　

１　

Ｂ
１
抽
象
化

　
　

先
生
は
、「
大
野
く
ん
は
ま
じ
め
だ
か
ら
、
将
来
は
立
派
な
お
と

な
に
な
り
ま
す
」
と
評
価
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。「
ま
じ
め
」
だ

か
ら
、
嘘
な
ど
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　　

２　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

そ
れ
で
も
嘘
を
つ
い
た
理
由
は
、「
う
な
ず
き
か
け
た
と
き
、
背

筋
が
こ
わ
ば
っ
た
」
か
ら
想
像
で
き
ま
す
。「
う
な
ず
き
か
け
た
と

き
」
ま
で
は
、嘘
を
つ
く
気
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
の
あ
と
で
、

「
先
生
は
ま
ゆ
み
の
こ
と
を
病
気
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
不
安
に
な
り
、
本
当
の
こ
と
が
言
え
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

「
た
た
み
か
け
る
先
生
の
勢
い
に
気
お
さ
れ
て
…
…
」
は
、
本
当
の

こ
と
を
言
え
な
く
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
が
、
嘘
を
つ
い
た
理
由
そ

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
六　

Ｂ
１
抽
象
化

　
　
「
う
な
ず
き
か
け
た
と
き
、
背
筋
が
こ
わ
ば
っ
た
」
よ
う
な
気
持
ち

で
、「
し
ば
ら
く
沈ち
ん

黙も
く

が
つ
づ
い
た
」
わ
け
で
す
か
ら
、
か
な
り
緊き
ん

張ち
ょ
う

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
嘘
を
つ
い
た
こ
と
を
後こ
う

悔か
い

し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
七　

Ｂ
１
理
由

　
　
「
教
室
で
勉
強
を
す
る
の
が
、
楽
し
く
て
、
嬉う
れ

し
く
て
、
誇ほ
こ

ら
し
く

て
し
か
た
な
か
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
―
―
歌
う
」
と
、
理
由
が
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
本
人
も
意
識
し

な
い
う
ち
に
歌
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
か
ら
で
す
。

問
八　

Ｂ
１
置
換

　
　
「
唇
く
ち
び
る

か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
よ
う
に
歌
が
出
て
し
ま
う
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。「
唇
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
よ
う
に
」
が
比ひ

喩ゆ

で
す
。

問
九　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　
「
あ
の
段
階
で
母
が
も
っ
と
厳
し
く
叱
っ
て
い
れ
ば
、
も
し
か
し
た

ら
…
…
と
思
う
。
母
は
や
は
り
、
ま
ゆ
み
を
甘あ
ま

や
か
し
す
ぎ
て
い
た
の

だ
」
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
母
に
対
す
る
批
判
的
な
気
持
ち
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

�　

森
本
哲
郎
「
こ
と
ば
へ
の
旅
」
よ
り
出
題
し
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
と
は
深
い
つ
き
あ
い
を
し
た
い
と
願
い
つ
つ
、
一
方
で
は
、
心

を
う
ち
あ
け
ら
れ
る
よ
う
な
友
人
が
い
な
い
と
い
う
、
日
本
の
青
年
の
実

情
を
知
っ
た
筆
者
が
、
荘そ
う

子し

の
こ
と
ば
を
思
い
出
し
つ
つ
、
友
人
と
の
つ

き
あ
い
に
つ
い
て
思
う
こ
と
を
書
い
た
文
章
で
す
。

問
一　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

接
続
語
の
問
題
で
す
。

　

Ａ�　
「
い
や
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
「
け
っ
し
て
い
や
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
逆
接
で
す
。

　

Ｂ�　
「
友
人
は
い
つ
か
知
人
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
の

例
と
し
て
「
同
窓
会
な
ど
で
顔
を
合
わ
せ
る
よ
う
な
と
き
…
…
」
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、「
た
と
え
ば
」
が
入
り
ま
す
。

　

Ｃ�　
「
…
…
結
ば
れ
た
人
間
関
係
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
が
原
因
で
、

「
そ
の
よ
う
な
人
間
関
係
に
や
り
き
れ
な
く
な
っ
た
」
が
結
果
で
す
。

　

Ｄ�　
「
お
と
な
は
お
と
な
で
あ
っ
て
、
ど
う
試
み
て
も
子
ど
も
に
な
れ

2
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る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
分
が
理
由
に

な
り
ま
す
か
ら
、「
な
ぜ
な
ら
…
…
か
ら
で
す
」
と
結
び
ま
す
。

問
二　

Ｂ
１
置
換

　
　
「
な
ん
と
」
と
い
う
こ
と
ば
に
、
お
ど
ろ
い
た
と
い
う
気
持
ち
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
三　

Ｂ
２
筋
道
比
較

　
　
「
ど
の
よ
う
な
実
情
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
欲
求
を
抱い
だ

い
て
い
る
の

で
す
か
」
と
聞
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、「　
中
で　
て
い
る
」

と
い
う
答
え
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の　
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば

を
文
中
か
ら
ぬ
き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
ず
、
ほ
か
の
国
の
青
年
た
ち
と
比
較
し
て
、
日
本
の
青
年
た
ち
の

実
情
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
「
心

を
う
ち
あ
け
て
話
せ
る
友
人
…
…
そ
う
し
た
友
人
を
持
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
箇
所
が
み
つ
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、「
心
を
う
ち

あ
け
て
話
せ
る
友
人
が
い
な
い
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

次
に
欲
求
の
方
で
は
、「
友
だ
ち
づ
き
あ
い
は
深
入
り
し
た
ほ
う
が

よ
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
う
か
ん
で
き
ま
す
。
少
し
短
く
す
る
と
「
友

だ
ち
と
は
深
く
つ
き
あ
い
た
い
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
ば
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
を
、
先
の　
に
あ
て
は
め
る
と
、「
心
を
う
ち
あ
け
て

話
せ
る
友
人
が
い
な
い
中
で
、深
く
つ
き
あ
え
る
友
人
を
求
め
て
い
る
」

と
い
う
よ
う
な
答
え
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
四　

Ｂ
１
理
由

　
　

一
つ
の
理
由
は
、直
後
の
「
す
ぐ
口
の
な
か
が
甘あ
ま

っ
た
る
く
な
っ
て
、

い
や
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」、
さ
ら
に
「
…
…
甘
く
、
う
ま
い
が
ゆ

え
に
長
つ
づ
き
し
ま
せ
ん
。
す
ぐ
倦あ

き
て
し
ま
い
ま
す
」
と
く
り
返
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
濃の
う

密み
つ

な
つ
き
あ
い
で
あ
る
た
め
に
、
倦
き

る
の
も
は
や
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、「
醴れ
い

の
よ
う
に
作さ
く

為い

的
で
あ
り
…
…
し
ま
い

に
作
為
に
疲つ
か

れ
は
て
て
」
に
着
目
し
て
く
だ
さ
い
。「
醴
」
の
よ
う
な

つ
き
あ
い
を
続
け
る
た
め
に
は
、
作
為
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
作
為
を

続
け
る
こ
と
に
疲
れ
て
し
ま
う
と
、
つ
き
あ
い
も
終
わ
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
作
為
は
、
自
然
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど

う
し
て
も
無
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

問
五　

Ｂ
１
理
由
比
較

　
　

子
ど
も
と
比
較
し
、
大
人
が
年
と
と
も
に
友
だ
ち
が
減
る
理
由
を
明

確
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
時
代
の
友
人
が
減
っ
て
い
く
こ
と

は
、
次
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
わ
り
に
お
と
な
に
な
っ
て
か
ら

の
友
人
が
ふ
え
れ
ば
、
友
人
全
体
と
し
て
は
減
ら
な
い
は
ず
で
す
。
そ

こ
で
友
人
全
体
が
減
る
理
由
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
「
む
ろ
ん
、
人
間
は
い
つ
ま
で
も
…
…
」
の
段
落
に
着
目
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
段
落
の
最
後
の
「
む
か
し
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の
よ
う
な
友

だ
ち
の
関
係
を
持
ち
た
い
と
切
望
し
て
、
深
入
り
を
し
、『
以も
っ

て
絶た

つ
』

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
」
が
、
答
え
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
お
と
な
の
つ
き
あ
い
」
で
は
が
ま
ん
で
き
ず
、
子
ど
も
時
代
と
同
じ

友
人
を
持
と
う
と
、
深
入
り
し
て
し
ま
う
か
ら
、
逆
に
友
人
を
減
ら
し

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
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問
六　

Ｂ
１
理
由

　
　

直
後
に
「
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
…
…
か
ら
で
し
ょ
う
」
と
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１
比
較
類
推
関
係

　
　

空
ら
ん
前
後
に
着
目
し
同
じ
内
容
が
な
い
か
を
比
較
し
ま
し
ょ
う
。

「
そ
の
お
と
な
の
つ
き
あ
い
と
い
う
の
は
…
…
」
に
着
目
す
る
と
、
最

終
段
落
に
も
「
お
と
な
の
交
友
は
」
と
説
明
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
箇
所
と
対
照
し
て
み
る
と
「
利
害
得
失
」
と
い
う
こ
と
ば
が

う
か
び
あ
が
り
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
理
由
比
較

　
　

子
ど
も
と
お
と
な
の
世
界
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
子
ど
も
の

こ
ろ
の
友
だ
ち
は
…
…
ま
っ
た
く
自
然
だ
か
ら
で
す
」
と
書
か
れ
、
一

方
「
お
と
な
の
交
友
は
…
…
作
為
的
で
あ
り
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
お
と
な
は
子
ど
も
の
よ
う
に
、
自
然
に
ふ
る
ま
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
「
社
会
に
出
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ル
に
拘
束
さ
れ
…
…
」
と
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
九　

Ｂ
１
置
換
具
体
化

　
　

子
ど
も
と
お
と
な
の
友
人
関
係
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所

を
探
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
子
ど
も
の
つ
き
あ
い
は
「
自
然
」
で
あ
り
、

お
と
な
の
つ
き
あ
い
は
「
作
為
的
」
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
つ
き
あ
い
は
「
水
の
よ
う
な
淡た
ん

々た
ん

と
し
て
い
る
」
も
の
で
す
か
ら
、

「
作
為
」
を
捨
て
、「
自
然
」
に
つ
き
あ
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、「
水

の
よ
う
な
」
つ
き
あ
い
は
で
き
ま
せ
ん
。
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